
若手研究者を取り巻く状況

資料３－２

出典：文部科学省「学校基本調査」
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※ 在学者数
「修士課程」：修士課程，区分制博士課程（前期２年課程）及び５年一貫制博士課程（１，２年次）
「博士課程」：区分制博士課程（後期３年課程），医・歯・薬学（４年制），医歯獣医学の博士課程及び５年一貫制博士課程（３～５年次）
通信教育を行う課程を除く
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○大学院在学者数は平成23年度をピークに修士課程、博士課程ともに減少。

（各年度５月１日現在）

大学院在学者数の推移
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○平成２１年度と比較して、平成２４年度のポストドクター等の人数は減少。

ポストドクター等の人数経年変化

出典：科学技術・学術政策研究所「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査
－大学・公的研究機関への全数調査（2012年度実績）－」を基に文部科学省作成
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※ 2008年度実績以前と2009年度実績以降のポストドクター等の延べ人数は、調査方法を変更したため厳密に比較する
ことはできない
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資料：科学技術政策研究所 「科学技術人材に関する調査」 NISTEP REPORT No.123 （平成21年３月）

【大学及び独立行政法人等における年齢階層別任期制適用割合】

大学・独立行政法人等における任期付任用の状況

○大学及び独立行政法人等において若手研究者を中心に任期付任用が拡大。
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（テニュアトラック教員を含む）

（テニュアトラック教員を含む）

平成１９年度

平成２５年度

研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）
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調査期間： 平成２６年１１月～１２月
調査対象機関： ＲＵ１１に属する１１大学

H19年度

基盤 競争的資金 その他 合計

任期付 5347 635 1257 7239

任期無 19250 39 31 19320

合計 24597 674 1288 26559

H25年度

基盤 競争的資金 その他 合計

任期付 7519 1541 2491 11551

任期無 17853 12 1 17866

合計 25372 1553 2492 29417

7,239人 19,320人

11,551人 17,866人

基盤的経費

基盤的経費

基盤的経費

基盤的経費

基盤的経費

基盤的経費

出典： 文部科学省調べ
（集計は科学技術・学術政策研究所で実施）

研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）

調査期間： 平成２６年１１月～１２月
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出典： 文部科学省調べ
（集計は科学技術・学術政策研究所で実施）

（米国データ）： AAUP Research Office(2013)



研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）
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出典： 文部科学省調べ

（集計は科学技術・学術政策研究所で実施）

研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）

3000                  2500                  2000                 1500                  1000                  500             0

任期付き 任期なし
（テニュアトラック教員を含む）

基盤的経費

競争的資金

その他

テニュアトラック教員

(人) (人)

平成２５年度

7

任期なしポストのシニア化

若手の任期なしポストの減少

若手の任期付きポストの増加

出典： 文部科学省調べ
（集計は科学技術・学術政策研究所で実施）



資料：総務省統計局「科学技術研究調査報告」より作成

※異動割合とは、各セクターの転入者数を転入先のセクターの研究者総数で割ったもの

大学等
281,304

非営利団体
・公的機関

49,867
企業等
460,053

6,119
(2.2%)

1,248
(0.4%)

5,236
(1.9%)

11,286
(2.5%)

2,512
(5.0%)

180
(0.0%)

1,261
(2.5%)

397
(0.1%)

692
(1.4%)

<平成14年度>
（単位：人）

大学等
315,244

非営利団体
・公的機関

43,523
企業

528,300

7,536
(2.4%)

1,109
(0.4%)

7,140
(2.3%)

11,924
(2.3%)

2,077
(4.8%)

173
(0.0%)

768
(1.8%)

178
(0.0%)

531
(1.2%)

<平成24年度>

【セクター間の異動状況】

セクター間の研究者の異動状況

○セクター間・セクター内の異動率はそれぞれ低く、10年前の状況と比較しても、大きな変化は見られない。
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図３－３０／英国における科学界内外でのキャリアパス

○中長期的な観点に立った研究者育成のための施策を検討するためには、博士号取得者の研究者としての
ライフタイムを見通した、キャリアパスを明示する必要がある。

○英国の科学学会である王立協会は、2010年にとりまとめた報告書「The Scientific Century」において、博士
号取得以降の研究者のキャリアパスを明示。

出典：The Scientific Century: Securing our future prosperity, The Royal Society 2010
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出典：日本は総務省統計局「平成25年科学技術研究調査」、米国は”NSF, SESTAT”、
その他の国は”OECD Science, Technology, and R&D Statistics”のデータを基に文部科学省作成

○我が国は、企業研究者に占める博士号取得者の割合が各国と比較して少ない。

博士号取得者採用企業数の割合（各国比較）
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○研究開発型の独立行政法人に関しては、理化学研究所等13法人で年俸制を導入。

○一部の大学においても年俸制が導入され、少なくとも3,000人以上の教員に適用。

出典：（左）行政改革推進会議独立行政法人改革等に関する分科会資料等を基に文部科学省作成（職員数は平成25年4月1日現在）
（右）各国立大学法人の「役職員の報酬・給与等について」（平成24年度）を基に文部科学省作成

年俸制研究
職員数（人）

大学名
年俸制

教員数(人)

理化学研究所 （文部科学省） 1,430 大阪大学 500

宇宙航空研究開発機構 （文部科学省） 413 東北大学 425

海洋研究開発機構 （文部科学省） 342 京都大学 405

科学技術振興機構 （文部科学省） 320 名古屋大学 401

日本原子力研究開発機構 （文部科学省） 131 北海道大学 232

国立がん研究センター （厚生労働省） 114 筑波大学 227

国立精神･神経医療研究センター（厚生労働省） 88 東京工業大学 193

国立国際医療研究センター （厚生労働省） 68 東京大学 121

国立循環器病研究センター （厚生労働省） 67 千葉大学 90

放射線医学総合研究所 （文部科学省） 60 神戸大学 80

防災科学技術研究所 （文部科学省） 55

国立長寿医療研究センター （厚生労働省） 46

国立成育医療研究センター （厚生労働省） 39

法人名（所管官庁）

年俸制を導入している研究開発法人及び主な国立大学
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出典：

出典：文部科学省作成

国立大学における年俸制の導入について
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